
は
、
も
は
や
雅
語
・
古
語
と
俗
語
・
新
語
の
区
別
は
必
要
と
し
な
い
し
、
死
語

さ
え
も
よ
み
が
え
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
詩
の
ー
⊥
般
に
表
現
の
、

さ
ら
に
こ
と
ば
の
教
育
の
重
要
性
が
ひ
そ
ん
で
い
は
し
ま
い
か
。

（
信
州
大
学
教
育
学
部
）

一

畢
秀
成
の
．
儲
教
諭
に
つ
　
い
て

ー

1

話

し

こ

　

と

ば

教

育

史

研

究

！

野
　
　
地
　
　
潤
　
　
家

、

堀
秀
成
の
説
教
論
関
係
の
著
述
の
う
ち
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
つ
ぎ
に
云
す

と
お
り
で
あ
る
。
（
注
1
）

1
　
「
説
教
体
裁
諭
」

2
　
「
説
教
体
裁
論
拾
遺
」

3
　
「
教
憲
本
掛
」

4
　
「
諾
古
道
投
網
要
望

5
　
「
説
教
四
要
論
」

明
治
6
年
2
月

明
治
．
7
年
6
月

明
治
7
年

明
治
8
年
4
月

調
治
H
年
1
2
月
、

正
心
望

金
花
里

内
藤
書
林

明
治
1
2
年
針
月

10　9　8　7　6

「
説
教
問
答
」

「
講
習
法
」
・

「
説
教
四
顕
論
追
加
」
・

「
講
録
編
述
大
意
」

「
語
録
」
　
（
一
〇
〇
号
、

2
1
日

明
治
1
2
年
9
月
2
3
日

明
治
1
2
年
1
1
月
3
日

明
治
1
2
年
1
1
月
9
日

明
治
1
3
年
1
月
7
日

1
4
冊
）
明
治
は
年
2
月
1
0
日
～

．
明
治
1
3
年
1
月
1
0
日

1
1
　
「
説
教
講
録
乙
」
　
　
　
　
牒
開

梱
秀
成
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
一
日
に
、
言
説
教
体
裁
論
」
の

稿
を
革
し
、
同
年
二
月
に
正
心
堂
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。
璽
京
・
大
阪
・
京
都

の
六
雪
店
が
そ
の
発
先
哲
環
に
な
っ
て
い
る
。

掴
秀
戊
は
こ
の
「
説
教
体
裁
諭
」
の
末
尾
に
」
　
「
今
如
論
ず
る
も
の
か
ら
、

み
づ
か
ら
比
論
の
転
に
宰
フ
む
こ
と
は
迄
に
遠
L
と
い
ヘ
ビ
も
、
初
学
の
人
と

共
に
歩
を
同
じ
く
進
む
為
、
ま
づ
其
目
的
を
立
た
る
の
み
。
目
指
し
て
．
技
、
人

に
示
す
者
に
は
あ
ら
ず
。
見
る
人
ゆ
る
し
給
へ
。
」
　
（
1
4
オ
）
と
述
べ
て
、
読

者
へ
こ
と
あ
り
、
ま
た
「
此
V
に
云
ヒ
還
し
た
る
苺
は
短
編
を
重
ね
て
い
ふ
べ

し
。
」
　
（
1
4
ウ
）
と
も
述
べ
て
、
続
編
の
L
と
を
予
告
し
て
い
る
。

・
「
説
教
体
裁
論
」
の
続
編
と
も
い
う
べ
き
「
説
教
体
裁
論
拾
遺
」
に
、
明
治

七
年
二
八
七
四
）
一
月
に
草
稿
を
お
あ
り
、
同
年
六
月
に
金
花
堂
か
ら
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
拾
遺
」
の
末
尾
に
は
、
「
租
に
体
裁
論
を
著
す
。
然
れ

ど
も
毎
漏
れ
た
る
こ
と
少
か
ら
ず
。
拾
遺
の
編
を
著
さ
ん
と
す
る
問
、
函
館
括
．

1

－474－
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に
至
る
べ
き
命
を
琴
七
て
此
地
に
趣
け
り
。
其
滞
在
の
口
煩
等
繁
く
し
て
具
ぎ

′
′

り
L
が
、
．
此
初
春
い
さ
さ
か
の
講
業
の
問
を
得
て
二
一
の
遺
論
を
託
す
の
み
。

猶
尽
ざ
る
を
ば
後
に
こ
そ
。
」
　
（
1
1
オ
）
と
述
べ
て
・
い
る
。
堀
秀
成
は
明
治
六

年
三
月
三
十
一
日
由
舘
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
治
七
年
五
月
に
由
館
か
ら
帰
任

し
て
い
る
。
（
注
2
）
　
「
体
裁
論
」
を
刊
行
し
て
す
ぐ
函
館
出
張
を
命
ぜ
ら
れ

，
ノ
た
の
で
、
「
拾
遺
」
を
書
き
つ
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
．

明
治
八
年
二
八
七
五
）
四
月
に
、
「
譜
古
道
捉
綱
要
路
」
が
甲
府
の
書
林

内
藤
伝
衛
門
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
は
じ
め
に
古
道
拉
綱
図

を
掲
げ
、
つ
い
で
「
本
澤
御
国
」
「
神
随
」
．
「
事
挙
不
為
国
」
「
稜
威
」
「
一
凪

勅
」
「
放
し
「
祓
」
「
言
霊
」
「
千
足
」
の
九
条
の
名
目
の
意
を
路
注
し
て
、

古
道
学
の
帽
椀
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
′
お
し
ま
い
に
「
陀
級
諭
」
　
（
学
問
階
梯

′
．
論
）
を
付
し
て
い
る
。
説
教
者
に
古
道
を
説
き
、
講
説
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す

こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
堀
秀
戊
は
明
治
十
一
年
．
（
一
八
七
八
）
十
二
月
に
、
「
説
教
四
要

論
」
を
稿
し
、
明
治
十
二
年
．
二
八
七
九
）
九
月
二
十
一
日
に
削
琵
し
て
い

る
。
ま
た
、
明
治
十
二
年
．
（
一
八
七
九
）
　
九
月
二
十
三
日
に
は
、
「
説
教
問

答
」
を
草
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
一
月
九
日

に
は
、
「
説
教
四
要
論
追
加
」
を
草
し
て
、
四
喫
（
帯
目
・
体
裁
・
学
祷
・
語

言
）
の
目
を
兵
事
に
こ
た
と
、
ズ
て
、
こ
ま
か
く
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
二
月
十
日
に
は
、
「
説
教
講
録
」
編
連

を
は
じ
め
、
明
治
十
三
年
三
八
八
〇
）
一
月
十
日
に
全
十
四
冊
（
講
録
一
号

か
ら
百
号
ま
で
）
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
十
四
冊
の
ほ
か
、
首
巻
に
は
「
講

録
編
述
大
意
」
「
日
銀
」
を
収
め
て
い
る
。
こ
の
「
大
意
」
は
明
治
十
三
年
一

月
七
日
に
、
伊
勢
神
宮
内
の
神
官
教
院
に
お
い
て
喜
か
れ
て
い
る
。
も
と
も
と

秀
成
の
説
教
講
録
は
、
「
直
チ
に
協
筒
の
料
と
為
る
も
の
」
で
は
な
く
、
数
巻

を
あ
わ
せ
参
照
し
て
、
説
教
の
試
案
を
作
成
し
て
い
く
の
に
役
立
つ
こ
と
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
る
。

説
教
語
録
の
中
に
は
い
さ
き
に
あ
げ
た
「
説
教
四
望
巴
が
聖
号
と
し
て
、
ま

た
「
説
教
問
答
」
が
絡
号
と
し
て
、
い
l
ず
れ
も
「
講
録
」
第
1
。
冊
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
　
「
説
教
主
要
四
箇
日
ノ
再
論
」
　
（
「
説
教
四
要
論
追
加
」
）

は
、
8
1
号
と
し
て
「
講
録
」
第
1
2
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
十
二
年
十
一
月
三
日
、
「
語
録
」
の
7
9
号
に
「
講
習
法
」
を

収
め
て
い
る
。
こ
れ
は
説
教
語
録
で
は
な
く
、
説
教
者
の
必
ず
心
得
て
お
く
′
べ

き
こ
と
入
力
条
を
挙
げ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
講
習
法
」
に
つ
い
て

骨
、
秀
成
が
そ
の
議
宗
を
起
こ
し
、
田
中
大
数
正
の
溌
印
に
よ
っ
て
、
明
治
十

二
年
十
月
三
十
一
日
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、
秀
成
み
ず
か
ら
述
べ
て

い

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

堀
秀
成
が
こ
れ
ら
の
説
教
関
係
の
著
述
に
従
っ
た
時
期
は
明
治
六
年
か
ら
明
　
7
5

．

4

一

治
十
三
年
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
秀
戊
の
説
教
活
動
の
も
っ
と
も
さ
か
　
一

ん
で
あ
っ
た
時
期
の
所
産
と
い
え
る
。
香
川
大
学
の
近
石
琴
秋
教
授
の
作
成
さ

れ
た
「
堀
秀
成
年
詔
並
び
に
著
述
目
録
」
　
（
香
川
大
学
『
文
芸
』
昭
和
2
6
年
3

月
1
日
、
・
同
大
学
文
芸
部
刊
）
に
よ
れ
は
、
こ
の
期
の
掘
秀
成
は
、
つ
ぎ
の
r

う
な
任
に
つ
い
て
、
説
教
活
動
・
布
教
碍
動
を
行
い
、
そ
の
生
涯
を
お
あ
っ
て

い
る
。1
1
堀
秀
成
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
三
月
二
十
三
日
、
五
十
二
歳
に

な
っ
て
ご
且
教
大
読
売
生
に
任
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
五
男
一
十
四
旦
且
教
権
少
博

士
に
臣
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
七
月
二
十
日
宣
教
少
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
二
月
二

十
四
日
人
員
減
少
の
た
め
改
正
に
付
い
て
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
た
が
、
即
日
も
と

の
如
く
拝
命
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
、
五
十
四
歳
の

一
月
三
日
に
は
、
．
御
前
（
明
治
天
皇
）
に
お
い
て
神
武
紀
を
講
じ
、
宣
教
桔
判

■



官
小
野
述
信
を
以
て
御
称
賛
を
芸
っ
て
い
る
。
′
　
三
月
十
四
日
神
祇
省
は
宛
さ

れ
、
五
月
二
十
九
日
数
部
署
十
腎
出
仕
、
中
講
義
を
兼
捕
せ
ら
れ
、
六
月
二
十

日
大
講
義
に
補
せ
ら
れ
た
。
卯
治
六
年
（
一
八
七
三
）
、
五
十
五
歳
の
、
三
月

≡
十
一
．
日
、
函
館
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
十
六
歳
の

五
月
、
帰
任
す
る
。
つ
い
で
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
、
五
十
七
歳
、
十
．
一

月
十
四
札
に
皇
大
神
宮
耐
宜
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
一
月
三
十
日
に
願
い
に
よ
り
本

官
を
免
ぜ
ら
れ
、
大
講
義
に
専
補
せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
、
五
十
八
歳
、
五
月
二
十
二
日
、
権
少
数
正
に
補
せ
ら
れ
て
い

る
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
、
五
十
九
歳
、
五
月
四
日
に
は
、
本
務
の
問
を

以
て
学
習
院
へ
出
頭
、
乳
院
の
節
、
皇
大
后
宮
の
御
前
に
お
い
て
皇
国
語
学
の

大
旨
を
講
じ
た
。
十
一
月
、
本
務
多
端
な
る
を
以
く
学
習
院
の
兼
務
を
辞
し
て

い
る
。
明
治
十
一
年
二
八
七
八
）
、
六
十
歳
、
六
月
か
ら
病
気
に
な
っ
て
職

を
辞
し
、
郷
里
に
退
き
、
ひ
た
す
ら
著
述
に
従
っ
た
。
な
お
、
匿
歴
書
に
ほ
い

「
神
宮
教
院
（
伊
勢
神
宮
内
の
も
の
）
布
教
兼
教
習
坂
調
担
当
に
付
き
太
政
官

井
に
内
務
省
屈
済
み
玖
上
同
所
へ
在
留
す
」
と
あ
っ
て
、
せ
一
月
伊
勢
神
宮
に

剋
任
し
て
い
る
。
秀
成
ほ
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
六
月
ま
で
、
三
年
六

カ
月
こ
こ
に
い
た
。
そ
の
間
、
布
教
師
と
し
て
大
阪
、
伊
賀
上
野
、
出
雲
方
面
な

ど
多
方
両
に
出
向
い
て
い
る
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
、
六
十
四
歳
、
六

月
、
琴
平
教
会
所
に
碑
せ
ら
れ
、
教
義
の
講
義
を
担
任
し
た
。
十
月
の
こ
ろ
、

琴
平
官
か
ら
秋
田
県
方
面
に
布
教
し
て
い
る
。
琴
平
に
は
、
明
治
十
九
年
（
一

八
八
六
）
、
六
十
八
歳
、
．
十
月
ま
で
勤
め
て
い
た
。
十
月
琴
平
を
辞
し
て

寛
京
に
帰
ろ
う
と
し
た
が
、
高
校
の
門
弟
有
志
に
引
き
留
め
ら
れ
、
高
校
市
五

番
丁
に
住
人
だ
。
明
治
二
十
年
（
一
入
八
七
）
十
月
三
日
、
六
十
九
歳
で
質

し
た
。
　
（
以
上
、
近
石
泰
秋
教
授
作
成
の
年
譜
、
先
掲
託
、
1
4
～
1
7
ペ
に
よ

る
。
）

右
に
よ
っ
て
、
堀
秀
戊
の
説
教
活
動
と
説
教
諭
関
係
の
著
述
を
あ
わ
せ
考
れ

ば
、
秀
成
の
説
教
諭
関
係
の
著
述
は
、
主
と
し
て
、

1
　
神
祇
管
・
教
部
省
出
仕
時
代
　
　
　
　
（
5
2
歳
～
6
0
歳
）

2
　
神
官
数
院
在
任
時
代
　
　
　
　
　
　
　
（
印
歳
～
6
1
歳
）

の
二
つ
の
時
代
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
．
「
説
教
体
裁
論
」
「
説
教

体
裁
論
拾
遼
」
　
「
教
意
本
讐
　
「
慧
古
道
握
的
夢
路
」
な
ど
は
、
教
部
雀

田
仕
時
代
の
著
作
で
あ
り
、
「
説
教
四
顎
論
」
　
「
説
教
問
答
」
　
「
講
習
法
」

「
説
教
四
要
論
追
加
」
　
「
講
録
」
な
ど
に
、
神
官
教
院
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
明
治
六
、
七
年
、
明
治
十
二
、
十
三
の
両
年

が
、
秀
成
の
説
教
諭
の
ま
と
め
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
明
治
六
年

は
秀
戊
の
説
教
研
究
が
l
一
つ
の
形
を
と
と
の
え
は
じ
め
た
時
期
と
す
る
こ
と
が

で
き
、
明
治
十
二
年
は
秀
成
の
儲
教
研
究
が
事
実
上
賃
成
さ
れ
た
時
期
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

〓

相
秀
戊
の
説
教
諭
成
立
の
基
盤
と
し
て
の
説
教
沼
動
は
、
つ
．
ぎ
の
よ
う
に
三

つ
の
時
期
に
分
け
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

476

1
　
在
野
講
説
期
r
　
（
天
保
1
3
年
、

2
　
仕
官
宣
教
期
　
（
明
治
3
年
、

3
　
神
道
布
教
期
　
（
明
治
H
年
、

U
神
官
教
院
期
　
（
明
治
H
年
、

闇
琴
平
教
会
所
期
（
明
治
1
5
年
、

2
4
歳
－
明
治
2
年
、
5
1
歳
）

5
2
歳
－
明
治
1
1
年
、
6
0
歳
）

6
0
歳
－
明
治
1
9
年
、
6
8
歳
）

6
0
歳
－
明
治
1
5
年
、
6
4
歳
）

印
歳
－
明
治
1
9
年
、
6
8
歳
）

こ
の
う
ち
、
1
在
野
講
説
期
は
、
秀
成
み
ず
か
ら
「
議
録
」
　
の
　
「
編
述
大

昔
」
の
末
尾
に
ち
か
く
、
「
秀
成
三
十
未
満
の
頃
よ
り
諸
国
を
遊
歴
し
或
は
数

所
に
寓
し
て
講
説
す
る
を
専
と
し
、
維
新
の
始
よ
り
は
官
途
に
在
て
講
説
を
主



顎
と
せ
し
か
ば
、
其
数
は
眉
を
以
て
か
ぞ
ふ
べ
し
。
」
（
4
ウ
I
5
オ
）
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
新
政
府
に
登
用
さ
れ
る
前
の
、
講
説
活
動
の
毎
期
で

あ
る
。
右
の
文
中
、
「
数
所
に
寓
し
て
」
　
「
諸
国
を
遊
雁
し
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
近
石
泰
秋
教
授
が
　
「
嘉
永
に
な
っ
て
か
ら
、
、
駿
河
の
江
尻

（
現
在
0
清
水
市
の
一
部
）
武
蔵
国
の
八
王
子
、
駒
木
野
、
甲
斐
国
の
市
川
甲

府
上
野
原
等
と
転
々
と
し
て
弟
子
に
誘
わ
れ
る
が
ま
ま
に
居
を
移
し
椎
を
垂
れ

た
事
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
数
年
問
『
諸
国
を
遊
歴
し
』
と
い
う
漂

泊
の
時
代
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
．
」
（
前
出
「
文
芸
」
7
．
へ
）
と
述
べ
て
い
ら
れ

る
。
秀
成
は
、
天
保
元
年
、
十
二
歳
か
ら
、
天
保
十
≡
芋
、
二
十
四
歳
ま
で
、

古
河
薄
に
仕
え
て
い
た
が
、
天
保
十
一
二
年
の
秋
に
致
仕
し
て
漂
泊
遊
密
の
生
活

を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
秀
戊
は
こ
の
浪
士
時
代
（
注
3
）
、
国
学
の
研
究
に
従

い
な
が
ら
、
講
説
活
動
に
う
ち
こ
ん
だ
の
一
甘
あ
る
。
こ
の
間
の
「
講
説
」
の
修

業
に
つ
い
て
は
、
近
石
泰
秋
教
授
が
、
「
晩
年
琴
平
官
の
明
通
学
校
に
お
い
て

直
接
秀
成
の
教
授
を
受
け
、
．
又
琴
平
官
旭
社
内
で
多
数
の
隊
衆
と
上
も
に
秀

戊
の
説
教
を
問
い
た
と
．
い
う
琴
平
町
黒
木
勝
一
氏
の
」
「
話
す
所
に
よ
れ
ば
、
当

時
あ
ま
り
に
も
話
術
に
巧
み
で
ぁ
っ
た
秀
成
に
つ
い
て
若
い
頃
講
釈
師
に
つ

い
て
修
業
し
た
事
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
哩
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
」

と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
「
講
録
」
7
1
号
所
収
の
　
「
公
私
」
　
と
題
す
る
講
説
原

稿
に
、
「
講
釈
師
の
慧
図
す
る
よ
う
な
講
話
の
効
果
を
ね
ら
っ
て
い
る
所
が

見
え
る
」
こ
と
を
指
璃
し
、
「
国
学
に
進
菌
あ
ぐ
ん
で
は
か
か
る
口
舌
の
業

に
も
そ
の
表
現
の
票
質
の
あ
る
が
ま
ま
に
心
を
引
か
れ
た
事
が
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
」
　
（
以
上
、
．
前
出
「
文
芸
」
6
・
7
べ
）
と
推
察
し
て
い
ら
れ

る
。こ
の
時
期
に
お
け
る
秀
成
の
講
説
修
業
の
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
く

わ
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
推
察
す
る
は
か
な
い
が
、
士
の
講
説
活
動
が
基

＿

盤
に
な
っ
て
」
っ
ぎ
の
仕
官
時
代
の
説
教
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
見
て

い
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
の
、
2
仕
官
宣
教
期
に
つ
い
て
は
、
「
講
録
」
の
「
編
述
大
意
」
に
よ

っ
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
編
述
大
意
」
に
催
、

「
秀
成
宣
教
使
（
注
4
）
を
置
れ
た
る
初
英
俊
の
博
士
を
拝
し
た
る
よ
り
神

祇
官
の
大
教
殿
に
し
て
謹
月
三
ラ
同
僚
と
交
替
し
て
講
説
す
る
等
を
兼
務
と

せ
ら
る
。
然
る
に
其
後
他
の
二
三
の
老
成
は
他
省
に
転
じ
或
は
辞
職
し
て
終
に

秀
成
一
人
の
岳
と
な
り
し
か
は
、
其
講
の
拙
劣
な
る
は
素
よ
り
言
を
得
ず
と
拝

も
、
講
説
に
於
て
は
自
然
数
席
に
及
ぶ
に
至
り
、
寒
中
に
は
御
前
講
を
命
ぜ
ら

れ
、
或
は
大
臣
参
議
の
試
議
に
防
み
或
は
諸
薄
よ
り
宣
教
懸
を
徴
れ
た
る
時
は

其
串
瓢
暦
を
以
て
冥
徒
に
講
説
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
違
月
数
回
の
諷
説
を

な
す
に
（
後
略
）
」
（
2
オ
～
2
ウ
）
　
「
宜
数
億
を
靡
サ
れ
教
部
省
を
置
れ
た

る
時
、
秀
成
其
省
の
出
仕
に
補
ら
れ
て
教
導
職
を
も
兼
し
め
ら
れ
た
り
。
共
時

旧
宣
教
俊
の
教
官
は
或
は
他
省
に
転
任
し
、
或
は
帰
県
L
V
域
は
官
国
弊
社
の

大
少
宮
司
等
を
拝
命
し
て
説
教
に
従
事
す
る
着
な
く
、
又
在
京
の
神
屑
に
は
一

定
も
講
説
為
た
る
者
あ
ら
ず
。
秀
戌
浅
学
的
弁
と
班
鴇
四
方
に
奔
走
し
て
一
時

の
閥
を
補
ひ
英
人
を
待
つ
こ
と
急
な
り
。
貫
時
傍
ラ
教
職
の
習
講
に
負
担
す
る

こ
と
を
命
ら
れ
て
数
員
を
嚢
め
て
習
議
さ
す
る
こ
と
、
夜
を
以
て
一
日
に
能
く
に
、

問
な
く
、
河
其
徒
よ
り
説
教
の
人
物
を
得
て
、
出
藍
の
誉
あ
る
者
を
頗
る
。
方

今
説
教
に
有
名
な
る
者
十
中
の
セ
八
皆
英
人
也
。
然
し
て
秀
成
語
長
の
任
を
恭

す
る
こ
と
年
久
し
か
4
し
か
ば
」
　
（
4
オ
～
7
ウ
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
文
軍
自
注
」
北
は
、
「
大
政
維
新
の
初
神
祇
官

を
置
か
れ
た
る
頃
よ
り
を
ぢ
な
く
も
お
の
れ
そ
の
官
中
に
仕
へ
琴
り
、
そ
の
後

旧
教
部
省
出
仕
に
桶
せ
ら
れ
、
同
省
を
磨
せ
ら
れ
て
後
は
敬
遠
職
の
数
正
に
の

み
在
る
も
の
か
ら
そ
の
講
師
の
長
を
担
任
し
て
所
々
の
教
場
に
講
師
を
検
査
し
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或
は
自
身
に
も
講
壇
に
臨
み
な
ど
し
て
夜
屁
と
な
く
四
方
に
奔
走
し
っ
つ
一
日

の
閑
も
な
く
八
九
年
過
し
っ
バ
」
　
（
前
出
、
「
文
芸
」
1
1
ペ
）
上
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
官
宣
教
期
に
は
、
秀
成
み
ず
か
ら
講
説
活
動
を

つ
づ
け
る
と
し
も
に
、
講
説
（
説
教
）
者
指
導
・
育
成
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
秀
戊
は
、
当
時
の
宣
教
活
動
に
お
け
る
講
説
画
の
中
．

心
人
物
で
あ
り
、
指
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

近
石
暮
秋
教
授
が
「
五
年
一
月
三
日
に
は
明
治
天
皇
の
御
前
に
御
進
講
の
巣

を
担
い
、
教
部
省
教
導
職
の
講
師
長
に
な
っ
て
後
進
の
宣
教
俊
を
指
導
す
る

に
至
っ
た
・
の
も
一
に
そ
の
講
話
術
に
巧
み
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
。
勿
論
講

説
の
巧
み
な
る
は
そ
の
講
話
内
容
の
優
れ
て
い
る
事
が
必
軍
で
l
ぁ
る
、
そ
れ

は
か
ね
て
国
学
．
の
研
究
に
よ
っ
て
十
分
に
修
め
ら
れ
て
居
り
、
『
醜
能
御

楯
』
や
『
陳
志
焉
』
を
草
し
た
程
で
あ
る
か
ら
新
政
由
の
新
方
針
に
つ
い
て

は
十
分
過
ぎ
る
程
宥
み
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
流
浪
の
時
代
に
身
に
ら
け

た
学
問
が
俄
か
に
役
立
つ
事
に
な
っ
た
上
に
、
と
．
の
新
し
い
任
務
に
感
激
し

て
努
め
て
い
る
問
に
伎
楠
は
益
々
向
上
し
て
い
つ
し
か
そ
の
方
頭
の
第
一
人

者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
前
出
、
「
文
芸
」
1
0
衷
）
と
述
べ
て
い
ら
れ

る
。
．
こ
の
期
問
に
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
聖
教
部
省
の
命
に
よ
っ
て
、
函

館
に
出
張
し
て
お
り
、
ま
た
私
塾
を
も
閃
い
て
、
塾
生
に
講
説
を
指
遺
し
た

（
注
5
）
か
と
思
わ
れ
る
が
、
主
と
し
て
は
、
官
に
あ
っ
て
の
宣
教
清
動
が
な

一

さ
れ
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
の
説
教
研
究
が
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

く

ノ

0

つ
l
ぎ
に
、
3
の
神
道
布
教
期
は
、
．
神
官
教
院
を
中
心
と
す
る
前
期
、
琴
平
教

会
所
を
中
心
と
す
う
後
期
の
二
つ
に
な
る
。
神
官
教
院
時
代
に
も
、
布
教
師
と

し
て
、
大
阪
、
伊
賀
上
野
、
出
雲
方
面
な
ど
に
出
向
い
て
お
り
、
一
ま
た
等
平
時

代
に
も
、
秋
田
県
に
ま
で
出
向
い
て
い
る
（
注
6
）
。
き
わ
め
て
広
い
範
囲
に

わ
た
っ
て
、
説
教
描
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
焦
秀
成
の
説
教
活
動
の
二
つ
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
期
問
の
う
ち
、
琴
平
官
経
営
の
皇
典
学
会
教
育
部
明
通
学
校
に
お
い

て
は
、
古
典
芸
的
学
の
講
義
を
担
当
し
た
が
、
語
学
の
講
義
の
中
に
は
・
時
に
講

説
の
要
領
を
も
合
わ
せ
説
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
（
注
7
）
。
当
時
の
秀
成

の
説
教
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
黒
木
勝
一
氏
の
記
憶
に
よ
っ
て
近
石
春
秋
教
授

が
、「
秀
成
の
説
教
講
説
は
実
に
面
白
く
、
世
上
万
般
の
事
何
一
つ
と
し
て
知
ら

ぬ
と
い
う
等
な
く
．
、
例
え
ば
馬
上
の
武
人
に
つ
い
て
話
す
に
も
馬
術
の
色
に
入

り
組
に
入
る
所
ま
で
よ
く
心
得
て
い
て
あ
た
か
も
堅
剛
に
そ
の
・
馬
上
の
人
の
躍

り
輿
つ
る
が
如
く
で
あ
っ
た
と
い
う
串
で
あ
る
。
」
（
前
出
、
．
「
文
芸
」
6

べ
）
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。

′
t
堀
秀
成
の
説
教
活
動
は
、
・
そ
の
三
十
未
満
の
ご
ろ
か
ら
晩
年
ま
で
、
在
野
講

説
期
（
21
年
～
2
8
年
間
）
、
仕
官
宣
教
期
（
9
年
間
）
、
神
道
布
教
期
（
‖
3

年
半
、
吻
5
年
間
）
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
お
よ
そ
四
十
年
に
あ
た
っ
て
つ
づ
け
ら

れ
た
。
こ
の
間
、
秀
成
の
説
教
回
数
は
、
．
「
講
録
」
所
収
、
7
2
号
、
「
諒
言
」

に
よ
る
と
、
「
講
壇
に
臨
み
て
教
垣
を
説
く
こ
と
数
千
席
に
及
び
た
れ
ど
も
」

（
明
治
i2
年
1
0
月
1
7
日
稿
、
1
ウ
）
と
遊
べ
て
お
り
、
ま
た
「
編
述
大
意
」
に

ょ
れ
ば
、
「
其
数
は
竃
を
以
て
か
ぞ
ふ
ペ
し
。
」
へ
前
出
）
と
記
し
て
い
る
。

正
確
な
回
数
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
お
ど
ろ
く
べ
き
説
教
回
数
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
2
仕
官
宣
教
輿
．
2
神
道
布
教
期
の
う
ち
・
川
神
宮
教
院

期
の
、
十
三
年
間
（
5
2
歳
～
6
4
歳
）
は
、
秀
成
の
説
教
活
動
の
中
心
時
期
に
あ

た
る
と
み
て
よ
い
．
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
説
教
計
究
も
、
も
っ
と
も
さ
か
ん

に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
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三

堀
秀
成
の
説
教
論
の
構
成
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
六
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
説
教
体
叙
諭
し
に
お
い
て
は
、

1
段
落
、
　
2
修
業
、
　
2
禁
止
、
の
三
つ
の
大
き
な
項
目
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

′

ま
ず
、
1
段
落
論
で
は
、
説
教
の
体
灘
は
、
教
諭
体
秒
譜
表
で
あ
っ
て
、
正

講
体
と
も
ち
が
い
、
亮
講
体
に
流
れ
て
は
な
ら
紆
と
し
、
段
落
の
琶
煩
と
し
て

は
、
　
○
序
　
○
主
　
○
補
　
○
綾
の
四
碩
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
を
さ
ら
．

に
、の
　
正
体
　
　
○
序
　
○
主

惚
　
変
体
　
1
．
〇
主
　
○
補

2
0
補
　
　
○
主

○
補
　
　
○
梧

○
序
　
　
〇
倍

○
序
　
　
○
鵠

の
二
体
に
分
け
て
説
き
、
「
初
心
の
問
は
先
ッ
正
体
を
説
き
て
席
を
重
ネ
む
こ

と
要
と
す
べ
し
。
」
　
（
3
オ
）
と
述
べ
て
い
を
。

っ
ぎ
に
、
2
修
業
諭
で
は
、
説
教
修
業
に
お
け
る
席
数
を
壇
む
こ
と
の
大
切

な
こ
と
を
指
摘
し
、
説
教
の
、
文
章
に
対
比
し
て
の
む
ず
か
し
さ
を
述
べ
、
さ
ら

に
、
目
的
の
大
要
と
し
て
、
1
講
麿
に
臨
む
心
構
え
の
こ
と
、
2
気
合
を
か
け

大
声
を
発
す
る
訓
棟
、
3
言
語
穏
和
に
波
潤
抑
揚
を
も
た
せ
る
こ
と
、
．
4
漢
語

雅
言
の
使
用
は
慎
重
に
す
る
こ
と
、
5
説
教
に
物
語
を
引
い
て
説
ぐ
こ
と
を
専

ら
修
業
す
べ
き
こ
と
Y
　
6
説
教
に
浸
潤
抑
揚
の
そ
な
わ
る
よ
う
に
心
が
け
よ
、
．

7
説
教
者
は
唯
誠
の
心
を
瞳
と
し
、
神
勅
を
伝
え
る
心
に
な
っ
て
〓
念
な
く
説

け
、
な
ど
の
七
項
目
を
示
し
て
い
る
。

り
ぎ
に
、
2
禁
止
諭
に
お
い
て
け
、
ま
ず
個
癖
の
甚
だ
し
い
も
の
は
除
く
こ

と
を
自
他
と
も
に
心
が
け
、
さ
の
み
隙
き
に
く
く
な
い
も
の
け
し
ば
ら
く
大
日

に
見
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
濱
は
一
つ
．
の
調
子
を
な
し
、
連
語
を
助
け
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
慎
重
に
矯
正
し
て
い
く
べ
き
こ
と
を
述
べ
、
つ
づ
い
て
禁
止
讃

項
と
し
て

1
　
笑
談
滑
稽
を
以
サ
聴
著
の
心
を
悦
は
そ
う
と
す
る
鞍
は
故
に
禁
ず
べ

し
。

2
．
卑
近
に
説
け
上
い
う
ご
と
を
、
い
や
し
く
説
け
と
誤
解
し
て
ほ
な
ら

ぬ
。

3
　
時
勢
人
情
を
熟
察
せ
ず
し
て
説
教
は
で
き
な
い
。

4
　
講
麿
に
臨
み
で
、
講
完
を
読
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
ま
ず
講
案
に
熟
し
、
放

れ
て
修
業
せ
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

5
　
僧
侶
を
除
け
ば
、
説
教
体
の
講
を
な
す
者
、
は
な
は
だ
ま
れ
で
あ
る
。

神
官
の
説
教
入
門
に
は
、

U
　
正
講
体
に
馴
れ
た
る
老

松
　
売
講
体
に
馴
れ
た
る
者

刷
　
初
め
て
講
を
な
す
者

の
三
頸
あ
り
、
日
脚
の
順
に
よ
く
、
松
は
や
や
も
す
れ
ば
大
数
を
地
に

お
と
す
に
至
る
害
あ
り
、
除
く
は
う
が
よ
い
。
ノ

な
ど
、
五
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

つ
い
で
、
明
治
七
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
説
教
体
裁
論
拾
遺
」
に
お
い
て

は
、
説
教
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
心
が
け
る
．
へ
き
こ
と
を
、

1
　
講
録
（
講
案
）
を
精
密
に
編
む
こ
と
。

2
　
心
を
愚
か
に
も
ち
て
、
嚢
に
き
こ
え
る
上
う
に
説
け
。
そ
の
た
め
に
は

博
を
積
み
て
修
業
せ
よ
。

3
　
引
用
の
物
語
を
二
つ
採
用
す
る
は
あ
い
は
、
長
短
の
配
合
な
ど
に
心
を

く
ば
れ
。
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4
　
物
語
載
「
主
た
る
所
」
か
ら
説
き
、
の
ち
人
物
の
履
歴
な
ど
を
説
く
の

も
よ
い
。

5
　
説
教
の
中
に
踵
々
の
．
事
を
多
く
取
入
れ
で
は
な
ち
聖

パ
　
席
に
臨
み
て
は
、
講
録
を
放
れ
、
取
者
の
両
を
克
て
、
客
に
対
し
て
談

話
す
る
心
で
説
け
。

7
　
説
教
は
無
詩
の
民
を
諭
す
ば
か
り
か
、
有
識
の
士
を
も
感
伏
さ
せ
な
く

て
は
な
ら
な
ぬ
。

．
8
　
こ
と
ば
は
ゆ
る
や
か
に
．
、
し
か
し
そ
れ
の
み
で
は
い
け
な
い
・
「
ノ
ペ

キ
H
′

ッ
グ
ケ
」
は
厭
う
べ
く
、
言
語
の
句
の
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
注
意
せ

よ
。

9
一
席
の
中
な
る
べ
く
布
告
の
主
意
、
政
体
を
説
く
こ
と
。

1
0
　
物
腰
は
説
教
の
「
補
」
と
は
い
い
な
が
ら
、
説
教
の
髄
脳
で
ぁ
る
。
物

語
が
不
適
切
に
な
ら
ぬ
よ
う
議
案
作
成
の
と
き
篤
く
意
を
用
い
よ
。

1
1
　
争
気
を
帯
び
て
他
を
説
改
す
る
こ
．
と
は
最
も
禁
ず
べ
く
つ
つ
し
む
べ
き

で
あ
る
。
・

1
2
　
稜
角
の
つ
い
た
弁
、
穏
和
の
弁
そ
れ
ぞ
れ
長
短
あ
り
、
両
者
を
適
切
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
。

1
3
　
い
い
趣
向
も
、
講
某
を
よ
く
練
っ
て
生
か
し
て
い
く
こ
と
。
試
案
の
粗

な
る
は
い
い
趣
向
も
徹
底
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

1
4
　
説
諭
す
る
は
あ
い
、
い
わ
ゆ
る
風
論
を
活
用
せ
よ
。
（
秀
成
の
北
海
道

福
山
で
の
説
教
体
験
を
掲
げ
て
い
る
。
）

1
5
　
常
の
談
話
に
鈍
い
者
も
講
書
の
弁
の
す
ぐ
れ
て
い
る
は
あ
い
あ
り
。
そ

れ
は
博
を
重
ね
て
の
修
養
に
よ
る
。

1
6
　
講
録
作
成
に
あ
た
っ
て
、
未
熟
者
は
全
文
を
記
し
、
抄
出
目
標
と
t
て

臨
席
の
設
け
と
せ
よ
。
ノ

′

1
7
　
日
講
に
比
べ
て
、
夜
話
は
い
っ
そ
う
注
意
し
な
く
て
ほ
な
ら
彗

1
8
　
説
教
は
風
土
に
従
い
人
情
を
熱
察
し
て
そ
の
気
に
応
ず
る
ー
1
十
と
を
考
え

よ
。

な
ど
、
十
八
項
目
に
わ
た
．
っ
て
、
講
案
・
説
教
の
実
際
面
・
具
体
頭
に
即
し
て

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
明
治
十
一
年
十
二
月
に
書
l
　
か
れ
た
「
説
教
四
要
論
」
は
、

1
惣
論
、
2
着
目
、
3
体
裁
、
4
学
術
、
5
語
言
、
の
五
部
か
ら
成
る
。

ま
ず
、
1
惣
鈴
に
お
い
て
は
、
説
教
の
四
個
の
至
葛
と
し
て
、
帯
日
、
体

裁
Y
学
術
、
語
言
を
挙
げ
、
こ
の
四
つ
を
兵
事
に
た
と
え
て
説
き
、
着
日
を
最

要
と
し
、
叔
下
、
体
琴
学
術
、
詔
書
の
順
に
、
て
れ
に
つ
ぐ
も
の
と
し
て
い

る
。2

芳
目
論
で
は
、
今
の
時
に
今
の
人
民
を
し
て
本
数
に
依
ら
し
め
よ
う
と
す
　
一

る
者
は
、
し
ば
ら
て
今
の
人
情
に
応
じ
で
、
Ⅰ
く
時
勢
に
適
す
る
よ
う
に
、
埠
が
　
相
・

け
な
く
て
ほ
な
ら
聖
」
と
を
、
例
を
あ
げ
て
説
い
て
い
る
・
　
　
　
．
一

3
体
裁
論
で
は
、

第
一
体
　
直
諭
体
　
実
話
を
守
り
て
説
く
べ
諷
体
。

第
二
体
　
比
論
体
　
直
論
体
の
反
対
の
性
柘
を
も
つ
。
・

第
三
体
　
等
契
体
　
事
実
よ
り
薫
き
入
れ
る
体
っ

こ
の
一
二
体
に
熟
し
。
土
地
・
聴
者
に
従
っ
て
自
在
に
変
体
さ
せ
る
よ
う
習
練

す
る
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

4
学
術
論
で
は
、
「
一
科
専
門
の
学
に
精
な
る
上
は
其
他
は
一
渉
な
る
も
蔚

な
き
者
と
す
べ
し
。
」
　
（
6
オ
）
と
述
べ
、
神
道
教
導
に
お
い
て
は
神
輿
に
明

ら
か
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
神
輿
に
関
す
る
見
解
に
つ
い
一
て
は
、
「
古
伝
の
随

に
私
意
憶
断
を
加
へ
ざ
る
を
主
と
す
べ
L
。
」
　
（
6
オ
）
と
説
き
、
神
輿
に
並

べ
て
万
葉
集
を
読
む
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
古
に
明
ら
か
な
ら
む



と
為
る
者
多
く
今
に
通
せ
む
と
す
る
濱
少
し
」
と
な
げ
き
、
智
誰
を
地
球
上
に

求
め
、
．
よ
く
上
古
を
し
て
今
世
に
取
捨
す
る
の
才
力
を
も
つ
べ
き
こ
と
を
促
し

て
い
る
。
5
葦
一
孟
銅
で
は
、
葦
言
に
熱
す
る
必
要
を
説
き
、
「
語
言
の
最
た
る
も
の
は

違
語
中
自
然
波
瀾
抑
揚
の
具
る
に
あ
り
。
」
、
と
し
て
い
る
。
し
か
．
し
、
琶
言
が

い
わ
ゆ
る
「
作
り
物
」
に
な
っ
て
は
聞
く
に
堪
え
な
い
体
と
な
る
こ
と
を
述

べ
、
語
言
を
主
と
す
る
と
き
は
、
自
然
虚
色
に
流
れ
、
深
切
の
情
を
失
す
る
弊

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
懇
切
に
厚
情
を
ヰ
っ
て
説
く
こ
と
を
日
ざ
し
、
「
講

脂
の
数
を
積
む
こ
と
数
千
回
終
に
熟
練
の
垣
に
及
て
波
満
抑
揚
の
弁
緩
急
の
節

も
自
然
具
り
体
諺
の
全
を
得
、
始
メ
て
自
在
の
極
に
至
り
、
我
知
ら
ず
新
奇
絶

妙
の
弁
も
浮
び
出
完
も
の
に
く
、
墾
者
は
膝
の
進
む
を
知
ら
ず
、
感
涙
の
流
る

ゝ
を
覚
え
ざ
る
に
至
る
な
り
。
」
　
（
8
オ
）
　
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
「
語

言
」
に
つ
い
て
は
、
「
体
裁
論
拾
道
」
に
述
べ
た
の
で
（
多
く
は
そ
れ
に
ゆ
ず

る
形
を
と
っ
て
い
る
。
．

秀
成
は
、
明
治
十
二
年
十
一
月
九
日
に
、
「
説
教
四
要
論
追
加
」
を
習
い
て

い
る
。
こ
れ
は
、

1
、
着
且
は

2
　
体
裁
は

3
　
学
術
は

4
　
語
言
は

麟
算
の
如
し

隊
伍
の
如
し

糧
食
の
如
し

兵
卒
の
如
し

と
、
四
要
を
兵
事
に
た
と
え
、
こ
の
比
喩
を
も
と
に
し
て
説
明
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
秀
戊
は
4
語
言
の
条
で
、
「
着
日
を
し
て
着
日
の
如
く
適
当
せ

†
マ

し
め
、
体
裁
を
し
て
貢
の
如
く
整
え
し
め
一
、
学
術
を
し
て
鴨
活
用
せ
し
む
る

は
、
皆
語
言
の
為
所
な
れ
ば
、
軍
言
を
練
習
す
る
こ
と
説
教
者
の
最
主
要
た
る

も
の
也
。
」
と
述
べ
て
、
「
盲
目
」
を
琵
祝
す
る
と
と
も
に
、
「
語
言
ナ
を
電

視
す
る
秀
成
功
立
場
が
は
っ
き
り
と
元
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
明
治
十
二
年
九
月
二
十
三
日
に
書
い
た
「
説
教
問
答
」
に
は
、
二

十
二
の
問
答
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
・
問
答
形
式
で
、

1
説
教
の
目
途
の
要
、
2
音
声
二
言
語
の
効
用
、
3
語
気
、
4
説
教
優
劣
の

因
由
、
5
音
声
緩
急
の
こ
と
、
6
演
説
会
の
上
達
者
、
・
7
音
声
の
高
低
に
つ
い

て
8
対
語
、
9
．
毘
句
、
1
0
論
し
か
た
、
1
1
比
論
の
心
得
、
1
2
説
教
に
難
と
す

る
こ
と
、
1
3
前
項
の
因
由
、
1
4
聴
者
過
重
か
ら
く
る
不
見
識
な
る
語
、
1
7
葦
言

の
童
術
を
蔑
如
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
1
8
引
用
す
る
物
語
？
心
得
、
1
9
迫
世
の

轟
契
の
引
田
に
つ
い
て
、
2
0
説
教
の
難
易
性
、
2
1
説
教
の
価
値
、
2
2
説
教
を
得

た
る
者
多
き
か

な
ど
、
説
教
現
術
や
説
教
観
、
説
教
心
得
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
ま
か
く
自
在
に

述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
明
治
十
二
年
十
一
月
川
日
に
記
し
て
い
る
「
講
録
」
所
収
の
「
講

習
渡
し
は
、
入
条
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
1
体
裁
、
2
段
落
、
3
整

序
、
4
翠
言
、
か
本
文
（
講
題
用
）
、
、
6
初
料
（
引
用
）
、
7
時
間
、
8
礼

節
、
な
ど
に
つ
い
で
述
べ
て
い
る
。
な
か
で
、
第
七
条
に
、
「
一
席
は
凡
二
十

五
分
を
以
て
匿
と
す
べ
き
等
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

以
上
、
秀
成
の
「
講
録
」
関
係
の
も
の
を
除
き
、
「
説
教
論
」
の
内
容
を
見

る
と
、
－
請
目
論
　
∬
軍
言
論
　
Ⅷ
体
裁
論
　
Ⅳ
学
術
論
　
▼
Y
心
得
論

に
ま
と
切
る
こ
と
が
で
き
る
．
。
秀
成
自
身
「
秀
成
持
論
を
以
て
確
聞
動
サ
ざ
る

も
の
は
着
日
体
裁
語
言
の
三
棄
の
み
。
」
　
（
・
「
四
要
論
」
H
ウ
）
と
述
べ
て
い

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

る
よ
、
ぅ
に
、
こ
の
±
一
要
論
は
照
明
で
要
を
え
て
お
り
自
信
の
ほ
ど
が
う
か
が
わ

れ
る
。
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ほ
ぼ
四
十
年
に
わ
た
る
豊
富
な
説
教
体
験
に
も
と
づ
い
て
、
品
位
あ
る
国

学
・
神
道
説
教
の
あ
り
か
た
を
求
め
、
そ
の
基
本
的
性
格
と
実
用
的
な
方
法
と

′

を
、
こ
ま
か
く
考
え
ま
と
め
た
点
は
、
外
来
理
論
に
の
み
依
存
す
る
い
き
か
た

で
は
な
く
、
自
他
の
説
教
活
動
に
着
目
し
、
そ
れ
を
育
て
て
い
く
い
き
か
た
と
し

て
、
国
学
者
秀
成
の
説
教
論
の
独
自
性
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
（
注
8
）

四

明
治
期
の
説
教
関
係
文
献
に
は
、
・
秀
戊
の
も
の
の
躇
か
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

も
の
が
み
ら
れ
る
。
（
注
9
）

姦
劉
説
雲
集
（
晶
「

∵
．
㍉
∵
ノ

○
説
教
之
一
括

○
説
教
送
話
続
編

○
説
教
軌
範

○
説
教
目
的

○
説
教
十
七
題
諭
・

〇
兼
題
十
七
説
署
義

○
説
教
二
十
一
説

太
田
喜
春
成
編

東
条
信
耕
著

宇
喜
田
棟
要
著

神
官
教
院
編

安
江
　
静
著

安
江
　
静
著

穂
積
耕
雲
著

田
中
則
敏
著

明

治

6

・

1

明

治

6

・

5

明
治
6
・
8

明

治

6

・

1

1

明

治

6

・

1

2

明

治

7
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2

明
治
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・
2
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治
7
h
8

明
治
7
・
9
′

明

治

7

・

1

0

神
先
向
後
望

青

　

黎

　

閣

求
古
堂
（
上
）

椋
山
庄
助
（
下
）

稲
荷
　
大
社

文
明
　
容
．
楼

神
官
　
教
院

○
調
教
二
則
百
談
初
編
上
下
（
2
冊
）
小
池
貞
貴
著
明
治
7
・
1
0

○
説
教
初
学
窯
　
　
　
　
元
田
、
．
置
著

○
説
教
論
題
十
七
別

品
腎
鏡
奇
談
上
下
（
晶
嵩
捕
宗
仲
若

○
説
教
枝
折
初
音
　
一
大
谷
　
円
酬
編

明

治

7

・

1

1

研

治

8

・

1

明

治

8

・

3

明
治
8
・
5
一

積正正　美於菅
保

三宝　心　融加乃
武

団　堂望　舎豆舎

○
説
教
自
在

○
説
教
笠
記

○
雛
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こ
の
目
録
は
十
分
の
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
一
て
み
て
も
、
塀
秀
戊

の
説
教
論
関
係
の
文
献
は
、
啓
蒙
的
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
と
し
て
は
も
っ
と

も
よ
く
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
の
ゆ
た
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
明
治
初
期
の
説
教
研
究
と
し
て
は
、
と
く
に
宣
教
運
動
の
説
教
研
究
と

し
て
は
、
明
治
六
、
七
、
八
、
九
年
あ
た
り
に
多
く
の
文
献
が
み
ら
れ
る
が
、

秀
成
の
研
究
は
そ
れ
ら
の
中
で
代
表
的
研
究
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

掘
秀
成
の
病
理
し
た
翌
年
▼
（
明
治
二
十
一
年
二
八
八
八
）
に
、
「
説
教
学

／



大
意
」
が
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
明
治
二
十
二
年
∧
′
一
八
八
九
＞
）
に

は
、
小
沢
書
に
よ
っ
て
、
「
拍
腎
教
学
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

前
者
は
米
国
説
数
学
教
師
、
約
翰
孫
の
口
授
を
石
川
氏
が
笠
記
し
、
．
再
組
織

し
た
も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
を
志
す
薯
に
、
説
教
学
を
試
売
す
る
際
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
性
根
を
も
ち
、
上
下
両
巻
の
う
ち
、
上
巻
は
実
際
編
と
し

て
、
l
題
詞
、
2
主
意
、
3
区
別
、
4
小
引
、
5
論
議
、
6
結
局
な
ど
、
説
教

の
組
織
を
立
て
て
い
く
要
餌
に
つ
い
て
示
し
、
下
巻
は
理
論
編
と
し
て
、
説
教
の

家
際
に
や
や
経
験
あ
る
者
の
た
め
に
必
要
の
聖
鍋
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

後
者
は
仏
教
演
説
改
良
の
立
場
か
ら
、
従
来
の
わ
が
国
の
説
教
講
究
法
の
不

備
を
指
潤
し
、
僧
侶
に
説
教
講
究
法
を
国
軍
し
説
教
の
秘
訣
を
了
碍
さ
せ
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
れ
ら
は
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
・
仏
教
の
説
教
法
研
究
と
し
て
、
明
治
二
十

年
代
初
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
か
た
の
一
面
を
示
す
も
の
で
ぁ
る
。
掴
秀
成
の

説
教
法
・
説
教
論
は
、
国
学
・
神
道
の
立
場
か
ら
、
考
究
さ
れ
組
織
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
前
二
者
と
対
比
さ
せ
る
と
、
そ
の
性
柏
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
し

て
く
る
。
明
治
初
期
、
い
ち
は
や
↑
国
学
・
神
道
面
に
お
け
る
多
く
の
説
教
活

動
を
ふ
ま
え
て
、
説
教
肝
を
養
潤
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
の
説
教
法
・
説
整
調

を
構
成
し
組
織
し
て
い
っ
た
秀
成
の
努
力
は
多
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

据
秀
戊
が
明
治
新
政
府
の
宣
教
運
動
に
参
加
し
、
そ
の
運
動
の
中
か
ら
、
説

教
諭
を
独
自
に
展
開
さ
せ
、
説
教
鴻
動
の
頭
か
ら
、
扇
教
渾
動
や
神
道
布
教
を

推
進
し
て
い
っ
た
功
掟
は
大
き
い
。

明
治
初
期
の
社
会
、
私
塾
な
ど
に
お
け
る
話
し
こ
と
ば
（
説
教
・
講
説
）
教

育
の
両
で
据
秀
戊
の
し
め
る
位
置
と
そ
の
意
薫
は
、
大
き
く
か
つ
深
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

注
l
　
秀
成
の
説
教
関
係
の
著
述
は
、
「
三
体
説
教
」
「
山
路
物
語
」
は
か
く

な
お
多
い
が
、
未
見
の
た
め
、
こ
こ
に
は
保
留
し
た
。

注
2
　
近
石
春
秋
氏
編
「
堀
秀
成
年
詔
並
び
芯
著
述
日
録
」
に
よ
る
。
雑
誌

「
文
芸
」
昭
和
2
6
年
3
、
月
1
日
刊
）
堕
へ
。

注
3
　
近
石
泰
秋
氏
は
、
堀
秀
成
の
伝
記
を
、
一
仕
官
時
代
、
二
浪
士
時
代
、

三
宣
教
使
時
代
、
四
神
道
布
教
時
代
、
の
四
期
に
分
け
て
述
べ
て
。
い

ら
れ
る
。

注
1
壷
治
初
期
の
宣
教
俊
に
つ
い
て
は
、
藤
井
良
文
民
に
、
「
宣
教
促
の

研
究
」
　
（
上
下
）
　
（
「
国
学
院
雑
誌
」
　
1
9
の
庁
、
昭
和
1
8
年
5
月

号
、
1
9
の
6
、
6
月
号
）
が
あ
る
。

注
5
、
6
、
7
、
と
も
に
近
石
春
秋
氏
の
記
述
に
よ
る
。
前
出
「
文
芸
」

1

0

、

一

1

2

ペ

。

注
8
　
秀
戊
は
」
　
「
説
教
問
答
」
の
第
五
問
答
に
ぶ
い
て
、
尾
崎
行
雄
訳
の

「
公
会
拐
説
法
」
の
一
節
を
引
用
し
、
当
時
わ
説
教
と
演
説
の
こ
と

に
ふ
れ
て
、
「
抑
今
世
の
人
情
全
同
説
な
る
も
外
国
人
の
説
と
云
へ

J
リ
フ
カ
シ

ば
之
を
信
じ
、
内
国
人
の
説
と
い
へ
ば
信
ぜ
ざ
る
は
い
と
不
　
審
き

こ
と
也
。
己
が
体
裁
諭
の
如
き
も
彼
と
大
概
同
説
と
い
ヘ
ビ
も
、
教

職
中
に
は
写
る
老
あ
ら
む
か
。
之
を
今
の
演
説
者
流
に
見
す
る
と
も

信
ず
ま
じ
き
は
必
せ
り
。
」
と
な
げ
い
て
い
る
。
（
2
ウ
～
3
廿
）

注
9
　
明
治
期
の
説
教
関
係
文
献
に
つ
い
て
は
、
河
野
省
三
氏
の
T
明
治
初

年
に
於
け
る
思
想
界
の
一
声
＝
「
国
学
院
緯
誌
」
3
2
の
7
、
大
正

吟
年
7
月
号
）
、
「
明
治
初
年
に
・
於
け
る
神
芭
浬
動
の
特
色
」
（

「
国
学
院
雑
記
」
1
3
の
9
、
昭
和
2
年
9
月
号
）
に
、
あ
わ
せ
て
7
7

冊
の
文
献
が
元
さ
れ
て
い
る
。
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l
　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
香
川
大
学
近
石
春
秋
教
授
の
ど
数



元
を
数
多
く
い
た
だ
き
、
せ
た
そ
の
秀
成
研
究
　
（
伝
記
、
年
譜
）
か

ら
、
多
く
の
引
用
．
を
さ
せ
て
い
．
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
あ
っ
く
感
謝
の

′
　
意
を
表
す
る
。

2
　
秀
成
の
説
教
関
係
の
文
献
の
撃
牢
に
つ
い
て
は
、
坂
出
高
等
学
校
教
諭

森
蕎
摂
氏
に
こ
多
く
の
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
鎌
田
共
済
会
郷
士
博

物
館
、
琴
平
富
国
容
館
に
は
、
閲
覧
・
筆
写
に
閑
七
て
、
便
宜
を
ほ
か

1
て
い
た
だ
い
た
。
あ
わ
せ
て
、
あ
っ
ぐ
お
礼
申
し
あ
げ
る
し
だ
い
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
3
4
年
1
1
且
5
日
稿
）

〔
広
島
大
学
教
育
学
部
）

マ
ス
ー
七
、
も
L
ニ
ュ
ー
ヶ
r
シ
ヨ
ン
と
高
校
国
語
、

一
、
現
代
の
マ
ス
・
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ゴ
ン

今
日
の
私
共
の
召
常
生
活
を
か
え
り
み
る
に
、
「
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
よ
っ

て
も
の
を
言
い
、
新
聞
に
よ
っ
宅
も
の
を
考
え
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
、
ど
れ

く
ら
い
多
い
か
と
い
う
こ
上
に
訂
L
も
驚
か
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
か

り
に
今
、
私
共
の
一
日
の
生
活
か
ら
、
新
開
二
フ
ジ
オ
ま
た
は
テ
レ
ビ
と
い
っ

た
も
の
が
と
り
除
か
れ
た
と
し
た
ら
、
一
種
の
不
安
と
も
の
足
り
な
さ
を
覚
え

る
だ
ろ
う
。
そ
の
不
安
や
も
の
足
り
な
さ
は
、
単
に
習
慣
が
破
ら
れ
た
と
か
・

檻
薬
が
き
れ
た
と
い
っ
た
感
じ
の
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
決
し

て
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
自
分
の
何
か
の
判
断
、
か
い
て
は
行
動
の
根
拠
に

な
る
も
の
が
奪
わ
れ
た
不
安
、
生
活
の
一
部
と
し
て
、
口
々
楽
し
み
た
し
て
い

る
「
教
養
」
や
「
娯
楽
」
の
お
く
り
助
に
接
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
た
り

梶
　
　
原
・
綾
　
　
郎

′

な
さ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
契
隈
私
共
は
、
大
は
国
際
・
政
治
・
教
育
等
の
諸
開

・
題
か
ら
、
小
は
そ
の
日
の
天
候
に
至
る
ま
で
の
情
報
を
、
主
と
し
て
新
聞
と
ラ

ジ
オ
に
頼
っ
て
居
り
」
経
済
に
も
時
間
に
も
余
裕
の
な
い
多
く
の
人
達
は
、
新

、
関
の
小
説
や
ス
ポ
ー
ツ
記
事
、
二
／
ジ
オ
の
娯
楽
番
組
等
に
よ
っ
て
一
日
の
く

つ
ろ
ぎ
を
得
よ
う
と
煩
っ
て
い
る
。
若
し
新
聞
二
フ
ジ
オ
に
殆
ん
ど
援
し
な
く

て
も
、
大
き
な
出
来
ご
と
や
く
ら
し
に
必
要
な
こ
と
は
、
自
然
と
人
に
聞
か
さ

れ
る
の
が
現
実
で
あ
ら
う
。
し
ょ
せ
ん
は
間
接
的
に
で
も
つ
な
が
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
包
括
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
点
か
ら
は
、
ま
ず
量
的

に
み
て
新
開
と
ラ
ク
オ
に
劣
り
は
す
る
け
れ
ど
も
、
国
民
の
生
活
に
広
く
行
き

．
わ
た
っ
た
も
の
に
テ
レ
ビ
・
映
画
・
雑
話
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
現
在

で
は
特
に
都
市
部
に
お
い
て
、
日
常
生
活
に
並
々
な
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
。
数
年
前
ま
で
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
程
の
テ
レ
ビ
の
進

・　－4841－
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